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＊責任著者 
【和⽂論旨】 
 間葉性軟⾻⾁腫は、AYA 世代（思春期・若年成⼈）に発⽣する希少な軟⾻性悪性腫瘍で、
増殖能⼒が⾼く⾼悪性度の難治性⾁腫です。成⼈型の軟⾻⾁腫と異なり、胎児〜新⽣児期の
軟⾻発⽣を模倣するような形態を⽰すことが特徴で、発⽣機序は謎に包まれていました。今
回、原因融合遺伝⼦ HEY1::NCOA2 をマウス軟⾻前駆細胞に導⼊したモデルを開発し、単
⼀細胞解析やエピゲノム動態を調べることによって病態を克明に解析しました。
HEY1::NCOA2 が、軟⾻分化に重要とされてきた RUNX2、HEY1、SOX9 といった転写因
⼦群の機能を修飾する働きを有し、発がんにおける新しい分⼦機構が明らかになりました。
さらに、ヒストン脱アセチル化酵素阻害薬が間葉性軟⾻⾁腫の治療に効果があることがわ
かり、今後の治療に有⽤な知⾒を得ることが出来ました。 
 

 
 
   図：軟⾻発⽣における HEY1::NCOA2 の転写ネットワークへの⼲渉作⽤ 


